







About the Tea-related Historical Sites Existing near Nara Saho College
















一般的に良質な茶の栽培適地としては，標高で 200～500m にわたる地域，年平均気温が 13
～15℃，年間降水量が 1500mm 程度の山間冷地で日照時間も短いところが条件とされる．
大和茶の生産地である奈良県東部の山間地域，主に大和高原一帯はこの条件に当てはまり，
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に奈良市制が施行される以前の旧郡名と旧町村名を併記し，表とした（付表 1）．なお「寛
永期の国郷帳」4 点は寛永 7～8 年（1630～1631）の状況を記したと思われる『寛永二年 大
和一国高覚帳』や寛永 10～17 年（1613～1640）の状況を記したと思われる『大和国高帳幷































院日記』注 4）の天文 11 年（1542）閏三月十九日
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院日記』注 4）の天文 11 年（1542）閏三月十九日
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本平左衛門日並記』注 5）には，延宝 5 年（1677）6 月 20 日の条に「茶摘初」8）との記述があ






（1970）の経済連調査では，田原農協の茶生産量は 339.7ｔで月ヶ瀬に次いで 2 位である．




































































昭和 45 年（1970）調査での生産量は 417.9t で全県 1 位である．

．おわりに




注 1）市制施行から現在に至るまでに下記のように 7 度の編入があった．表は「市制概要平
成 29 年度」をもとに作成した 10）． 
注 2）『大和国郷帳類』は，奈良県において寛永期の状況を記した「国郷帳」で，小物成（田
畑にできる作物以外の産物）の種類まで記載のあるものは，筆者の管見に入るものとして
4 点が存在する．それは，①天理大学所蔵「寛永二年 大和一国高覚帳」（寛永 7～8 年の
状況と推測される）②笹岡家所蔵文書「大和国高帳幷御知行付」（寛永 10～17 年時点の状
況と推測される）③「寛永一六年卯年大和国郷改帳」（②資料とほぼ同じ内容）④明治大
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注 6）大正 10 年（1919）に作られた京終駅から田原を経由して針までの物資運搬用ロープ
ウェイである．大正 11 年（1922）に延長され，田原駅，山田駅，針駅を経由して山添村
小倉駅までの 16.9km を結んでいた．昭和 27 年に廃止されるまで山間部で作られる凍り
豆腐や材木，炭などを運んでいた．
注 7）現在の奈良市月ヶ瀬は，奈良市に編入する以前は添上郡月ヶ瀬


































6）奈良市議会事務局議事調査課編：「市制概要平成 29 年度（2017 年度）」，奈良市議会事務
局，p.2（2017）周辺地域の地名を加筆
7）英俊著；辻善之助編：『多聞院日記』第 1 巻，角川書店，p.276（1967）
8）山本平左衛門著；平山敏治郎校訂編集：「大和国無足人日記 : 山本平左衛門日並記 上巻
（清文堂史料叢書 第 21 刊）」，清文堂出版，p.65（1988）
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奈良佐保短期大学の近辺に存在する茶に関係する史跡（6）
9）山本平左衛門著；平山敏治郎校訂編集：大和国無足人日記：山本平左衛門日並記 上巻（清






















付表  現在の奈良市に含まれる地域における 年以前の茶産地の動向
市制施行前（1898 年） 大和国町村誌集1881 年作成) 寛永期の国郷帳
1630-1650 年 その他の記載旧郡名 旧町村名 旧村名 茶の産出量
添上
奈良町
奈良坂   茶年貢 元和小物成帳＊
般若寺 2300斤   1636 茶園＊2
川上 50貫 茶年貢  
油坂   茶年貢  
佐保村
半田開 500斤    
法蓮   茶年貢  
法華寺 3000斤 茶年貢  
辰市村 東九條 250斤    
明治村
北之庄 5貫 300目    
北永井 1000斤    
東市村
白毫寺 530斤    
鹿野園 200貫    
鉢伏 7 貫    
古市 17500斤    
横井 95貫    
藤原 250貫    
八島 700貫    
帯解村
今市 660斤    
山 250貫    
窪ノ庄 10000斤    
田中 5625斤    
五ケ谷村
菩提山 2000斤    
高樋 200斤    
中畑 1500斤    
興隆寺 100斤    
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市制施行前（1898 年） 大和国町村誌集1881 年作成 寛永期の国郷帳
1630-1650 年 その他の記載旧郡名 旧町村名 旧村名 茶の産出量
添上
狭川村
広岡 400斤    
下狭川 5000斤    
西 500斤    
東 340斤    
東里村
中ノ川 250貫    
鳴川 600斤 茶年貢 元和小物成帳＊
法用 50斤 茶年貢  
南ノ庄 1300斤    
北 1500斤    
須川 2000斤 茶年貢  
園田 50斤    
平清水 600斤    
大柳生村
阪原 9300斤    
大慈仙 1950斤   1713 茶年貢＊3
忍辱山 2580斤    
大柳生 600斤    
大平尾 500貫    
柳生村
柳生下 3125斤    
柳生 4130斤    
大保 4000斤    
丹生 18438斤    
北野山 1650斤    
邑地 5000斤    
興ケ原 2500斤    
月瀬村
桃香野 7500斤    
月瀬 5000斤    
長引 9030斤    
石打 8960斤   1701 茶園＊4
尾山 8415斤   1678 茶園＊5
田原村
沓掛 670貫    
日笠 3000斤    
此瀬 3781斤    
須山 3500斤    
誓多林 2755斤 茶年貢 文禄検地＊6
和田 5000斤    
横田 2800斤    
中之庄 5562斤   1700 茶園＊7
大野 1250斤   1677 茶園＊7
中貫 470斤    
杣川 1560斤    
南田原 1350斤    
茗荷 1340貫    
矢田原 5768、5貫    
長谷 1500斤    
添下
平城村
押熊 25貫 茶年貢  
中山 200斤    
秋篠 1600斤 茶年貢  
山陵 2000斤    
都跡村

佐紀 147本    
尼ケ辻 40貫    
五條 350斤 茶年貢  
六條 250斤    
砂 400斤    
七條 527斤    
伏見村

西大寺 100貫 茶年貢  
菅原   茶年貢  
宝来 100貫    
平松 250斤 茶年貢  
富雄村 二名   茶年貢  
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奈良佐保短期大学の近辺に存在する茶に関係する史跡（6）
市制施行前（1898 年） 大和国町村誌集1881 年作成 寛永期の国郷帳
1630-1650 年 その他の記載旧郡名 旧町村名 旧村名 
 山辺
富雄村
三碓 27貫 茶年貢  
中 120斤 茶年貢  
大和田 130斤    
石木 150斤    
波多野村 嵩 1600斤    
針ケ別所村
上深川 3125斤    
下深川 14375斤    
荻 2500斤    
馬場 9500斤    
針ケ別所 7780斤 山年貢  
小倉 1000斤    
都介野村
白石 1000斤    
南之庄     文禄検地
吐山 3750斤    
相河 100斤   文禄検地
小山戸 1150斤    
甲岡 25貫    
友田 150貫   文禄検地
針 6520斤    
1 貫＝約 3.75kg，1 斤＝約 600g
＊1 元和小物成帳は，元和元年（1615）作成の郡山藩小物成帳である．
＊2 大日本仏教全書
＊3 大慈仙の古文書
＊4 石打村文書
＊5 名勝月ヶ瀬
＊6 文禄検地は，本帳及び延宝検地における古検記事を含む．
＊7 山本平左衛門日並記
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